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はじめに（藤井）
　今回の特集では，現場に関わる研究者である小山先
生と水﨑先生に，それぞれ学術研究を中心に論文を寄
稿して頂いた．しかしさらに，現場の第一線で活躍し，
研究に深く理解を示す指導者の話を聞くことで，研究
者とは異なる観点から「現場と研究の橋渡し」を実現
するためのヒントが得られるのではないかと筆者（藤
井）は考えた．そこで，東海大学男子バスケットボー
ル部および U24男子日本代表で指導実績があり，東海
大学体育学部教授としても勤務される陸川章先生に，
筆者が過去に共同研究を行った 1 ）経緯から，ぜひ一度
本テーマについて詳しく話を聞いてみたいと思い至り，
今回のインタビューを行った．
　本特集の読者層は大学関係者やバスケットボールの
研究に興味のある人たちであると考え，まずは大学で
の教育に関する思いや，普段の大学での勤務内容につ
いてお尋ねした．また，本題の「現場と研究の橋渡
し」については，本特集に寄稿頂いた小山先生も巻き
込み 3 人でフランクに話し合うような形式で，踏み込
んで質問した．さらに，現場と研究という異なる立場
の人々を橋渡しする際に必要と思われる，多様な立場
の人々をまとめるチームの作り方についても尋ねた．
　※実際のインタビューでは具体的な話をして頂いた
が，都合上一部匿名化を行い，許可を得て（適宜内容
を整理し）修正を行った．
　（インタビュー・編集：藤井慶輔，編集：青木美帆）

1 ．バスケットボールを大学で教えたいと思われた経
緯と理由

藤井：　まず，なぜバスケットボールを大学で教えた
い，と考えられたのか，その経緯や理由について聞か
せてください．
陸川：　1998年に選手として所属していた NKK（日
本鋼管，現：JFE エンジニアリング）バスケットボー
ル部が休部になりました．会社からは「このシーズン
が終わって半年後までに次のことを考えてくれ．会社
に残ってもいいし，どう進んでも構わない」と言われ
ました．当然選手として現役を続けたいという気持ち
もあったのですが，次のキャリアを考えて学生を見た
いなと思ったわけです．
　子供から成長して二十歳を過ぎたら自分で責任をと
らなければいけません．そのような子供から大人にな
る子たちを，バスケットを通して一人前の男にするこ
とができたらいいなというのが，学生を指導したいと
思った理由です．いくつかの高校や大学から指導者と
して声をかけていただいたのですが，その時は縁がな
くて，会社の仕事をすることになりましたが，そこで
いろいろなことを学びました．私の性格としても，こ
れがまたよかったです（筆者注：詳しくは 4 .）．
　その後，仕事をして 2 年目の39歳に「バスケはいい
のか，バスケはいいのか」とささやく心の声がありま
した．その時に東海大と他の大学からオファーが入っ
たんです．東海大は当時関東大学リーグ 3 部でしたが，
私の考えるバスケットができそうだと思ったため，選
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択を東海大にしました．そこで，会社をやめて，
NKK のキャンプに 2 回来ていただいたデイブ・ヤナ
イコーチに教わりたいと考え，アメリカへ行きました．
　ヤナイコーチは当時，NCAA ディビジョン 2 のカ
ルフォルニア州立大でコーチをしていました．この人
の考え方は私と似ていて，バスケットボールを通して
学生たちに人生を教えてあげたいという考えを持って
いました．私が彼について勉強している間，ロサンゼ
ルス・レイカーズのディフェンスコーチや UCLA の
ヘッドアシスタントで来ないかとオファーがあるのに，
彼は行かないんです．どうして行かないんですかと聞
いたら，NBA とディビジョン 1 は勝利至上主義で，
だめだったら選手もスタッフもカットされて，人生を
教えるとか教育の場ではないと．今のチームはプロに
行く選手もいるし，バスケット以外の仕事につく選手
もいる．私はこの場でバスケットを通して人生観，人
生で大事なことを教えたいんだと言うので，やっぱり
私が選んだ人だなと思いました．私も全く同じ感性で
大学というカテゴリーを選んだわけです．

2 ．現在行われている，大学教育や運営，研究などに
ついて

藤井：　現在大学で，大学教育や運営，研究活動など
に関わっておられることと思いますが，どのようなこ
とをされているのか教えてください．
陸川：　体育学部の「バスケットボール理論及び実
習」「競技スポーツ理論及び実習」いう実技 2 つと，
一般体育のバスケットボール，競技スポーツ学科の

「アスリート論」という講義科目，そして 3 ， 4 年生
対象のゼミを 2 つ受け持っています．あとは，これは
オムニバスなので他の教員と合同ですが，体育学部全
体の「体育・スポーツ総論」という講義が 1 コマ，教
職をとっている学生たちにバスケットを教える「教育
実践演習」という講義が 3 コマあります．ですから，
前後期で10コマぐらいの授業とゼミを受け持っている
ことになります．そのほかに，スポーツ教育センター
の所長と体育学部の広報委員長兼大学の常任広報委員
を務めています．学内の仕事として大きいところでは
この 2 つです．
　学外では，U22男子日本代表のチームリーダーと，
全日本大学バスケットボール連盟の強化委員長，そし
て関東大学バスケットボール連盟育成部長を仰せつ
かっています．あとは JBA の技術委員会と男子強化
部会にも所属していますので，会議が多いです（笑）．
藤井：　スポーツ教育センターの所長や広報委員長と
はどのようなお仕事ですか．

陸川：　まず，スポーツ教育センターは，様々なス
ポーツイベントを企画・運営したり，大学内のトレー
ニングセンターやフィットネスセンターを管理したり
する部署で，私はそれを統括する立場です．ただ，私
は実際にはあまり動いてなくて，うちの部のコーチを
つとめている，スポーツ教育センターの課長が一番動
いてくれています．私の一番大きな仕事は，学長はじ
め各部長クラスが全員出席する「大学部長会」や「東
海大学教育審議会」といった，大学全体の運営をする
会議に出席することです．
藤井：　東海大学においてスポーツが持つウエイトは
かなり大きいと思います．会議の中で特に何かアピー
ルされることはありますか．
陸川：　昨年度，箱根駅伝で優勝したことは大きかっ
たですね．今年度は柔道も全国大会で男女アベック優
勝をしています．今は新しい学長になられて 5 年目で，
上層部の方も大分スポーツに目を向けてくれるように
変わってきている感じがします．
　我々が今やっていかなければいけないのは，各クラ
ブの強化と，来年ある東京オリンピック・パラリン
ピックに向けた学生たちの意識づけ．先日の会議では
パブリックビューイングの提案も出ましたし，そうい
う仕事も入ってくるだろうなと．あと，私としては，
2 万人いる学生たちがスポーツに対してもっと興味・
関心を持ち，いろいろなスポーツの応援に行けるよう
な機運・環境をつくりたいです．
　我々男子バスケットボール部は年に数回ホームゲー
ムを実施しているのですが，体育学部の学生たちはよ
く応援に来てくれる一方で，他学部の学生たちはあま
り来ていません．スポーツに対する意識を高めること
は母校愛にもつながると思うので，帰属意識を高める
ためにスポーツをうまく活用できないかというのが今
後の課題です．
藤井：　広報委員長の業務内容についても教えてくだ
さい．
陸川：　体育学部 5 学科の魅力をどうやって発信する
かを考えることです．本当にいい学部だと思います．
私は大好きで，いい学生たちが多いので，世にどんど
ん出してあげたいなと．
藤井：　読者に大学関係者が多いと思います．陸川先
生のゼミではどういう活動をされていますか．
陸川：　ジャンルを問わず，本をたくさん読ませてい
ます．本から知識を得ることはすごく大事だと本当に
思っています．昔読んだ本の要点をメモ書きしたもの
は，いまだに私の大切な資料になっています．本に詰
まっているすごくいい知識や知恵をみんなで共有し，



指導者から見た「研究と現場の橋渡し」：陸川章先生に聞く

19

自分のものにしたら勝ちだよと．偉大な経営者，偉人，
監督，スポーツマンらの考えを学ぶことが多いです．
　卒論に関しては，どんな研究にしろ，自分がやりた
いことをやりなさいと指導しています．小山先生のと
ころに世話になる学生もいるし，うちの部長である山
田洋先生のバイオメカニクス系のことをやる学生もい
るし，スタッツに関する研究をする学生も多いです．
一方で，自分が興味あることだったらバスケットに関
するテーマでなくても全然構いません．卒論に向き合
う時間というのは一生に 1 回か 2 回ぐらいの没頭でき
る時間ですから，自分の好きなこと，興味があること
を何でも探ってみなよという時間にしています．

3 ．研究と現場の橋渡しについて
※ここからより深くお話をお伺いするために，小山孟
志先生にも加わって頂き， 3 人でフランクに話し合う
形式で行いました．

藤井：　本題に入りますが，本特集のテーマは「研究
と現場の橋渡し」です．前提として，現場のバスケッ
ト競技は研究なしでも成り立ちますが，研究側はバス
ケットボールの研究をするのであれば現場と連携しな
いと成り立ちません．私はそのように考えており，研
究側としては一番大きなテーマであると思っています．
AIS（オーストラリアの国立スポーツ研究所）や JISS

（日本の国立スポーツ科学センター）のような組織が
主導となりトップダウン的に解決するというやり方も
あると思いますが，まず大切なのは，研究に理解があ
る人や，協力的である人を見つけることだと考えてい
ます．個人的な話になりますが，陸川先生は2015年に，
私たちの研究に快く協力してくださいました．陸川先
生と私たちのような関係性が個々にたくさん生まれて
くると，現場と研究の橋渡しがボトムアップから実現
されていくと考えています．そこで，これまで学術研
究に対してどういうふうに関わってこられたかについ
て教えてください．
陸川：　昨日もちょうど学部セミナーで話が出たので
すが，2014年の天皇杯（全日本バスケットボール選手
権大会）で，我々は東芝ブレイブサンダース（現在の
川崎ブレイブサンダース）と対戦しました． 3 クォー
ターの途中まで同点ぐらいだったのですが，その後に
うちが接触プレーに対して劣勢となり，シュートの確
率が下がって負けました．この経験から，我々はコン
タクトプレーに強くならなければならないと考え，ラ
グビーに着目しました．私も，ストレングスコーチと
してチームを支えてくれていた小山先生も以前からラ

グビーが好きでしたので， 2 人でラグビー日本代表の
練習を見に行ったりと色々なことをしました．私はど
ちらかというと現場主義なので，「学生がプロチーム
に勝つために必要なことは何だろう」「フィットネス
を上げた状態でシュートを決め，40分間戦い切るため
にはどんな練習を入れたらいいだろう」ということを
考えていました．そこで，東海大のラグビー部でコー
チを務める八百則和先生にお願いして，ボディコンタ
クトのやり方を教えてもらったり，心拍や衝撃（加速
度）などいろいろなものの記録をつけ出し始めたりし
たのが，現場で研究を活用するスタートだったかもし
れません．
小山：　エディー・ジョーンズさんがラグビー日本代
表のヘッドコーチをされていた頃には，合宿を見せて
もらったりもしましたね．
陸川：　日本代表がだんだん強くなっていた時期だっ
たので，これは絶対何かあるなと．見学していたら，
東海大 OB のリーチ マイケルが私を見つけ，「先生，
何やってるんですか」と．「おまえら何か強くなって
きたから，どんなことやってるか見に来たんだ」とな
んて話しましたね．私が彼らに着目した理由はいわば
勘のようなものでしたが，トレーニングコーチであり
研究者でもある小山先生は，我々との違いを見つけ，
どう数値化していくかということを考えられていたと
思います．
小山：　ラグビーの取り組みを参考とし，衝撃計と心
拍の機器は我々も導入しています．大学教員として，
現場で求められていることや，こうしたいなというこ
との根拠をとることも重要かなと思っています（筆者
注：実際に共同研究 2 ― 3 ）を行い検証しました）．ただ
実際は，ほとんどは興味があってやっていることなの
ですが．
陸川：　私はチームを強くしたいんです．レベルを上
げて，上位カテゴリーと勝負したい．そのために必要
なことがあればトライする．
藤井：　得体の知れない新しい技術に対して，怪しい
と思ったり，本当にそうなのかなという疑いをもった
りしたことはなかったですか．
小山：　ほぼ，トライ・アンド・エラーのエラーだら
けです．私は様々なデータを記録しているものの，実
はコーチにフィードバックしていないものも多いんで
す．自由にやらせてもらっていてありがたいと思う反
面，アウトプットするまでのタイムラグに悩むことも
あります．現場からは「何のためにやったんだ」と思
われて，何も生かせないまま終わってしまうことも多
いですから．だから，たまにリアルタイムでアウト
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プットできる時に，コーチの感覚と合うと嬉しいです
よね．
陸川：　Ａ選手の時だよね．
小山：　あれはコーチが反応しましたね（笑）．心拍
計をつけてゲームを行っていた時，A 選手が試合終
盤でミスをした．すると陸川先生が「今，あいつは
レッドゾーン（心拍数が高い）だろう」とおっしゃっ
たんです．
陸川：　心拍計を見てみると，その通りだった．
小山：　確かに，その選手は試合終盤になると心拍数
が落ちるのが遅くなり，ずっとレッドゾーンだったん
です．
陸川：　現場としては，データにしても何にしても，
競技に結びつく何かの判断になるようなものを期待し
ています．この時は見事に生かされました．この状態
でこうなると，こういうミスをして，その時は大体心
拍がこうで今こうなんだろうなと，常に赤いのが浮か
んでくる（笑）．ここで交代しなければだめだという
のを頭に入れるようになりました．
小山：　私はコートの上にあるギャラリーにいたので
すが，「今，赤だな」と言われた記憶があります．
藤井：　もう心拍数を見なくても予測できるように
なったんですね．
陸川：　心拍が高くなった時はちょっとでも休ませる
ことが必要だと．競っていたら難しいかもしれません
が，勝負に持っていくまでにはこれくらいの回復時間
が必要だから，じゃあこのタイミングで代えておこう
とか．それを裏づけてくれました．
小山：　逆に言ったら，多分，コーチは（新しい計測
に）期待されていないと思うんです．
藤井：　現場が研究を活用することに対して，過剰に
期待しないほうがいいということでしょうか．
小山：　だからと言って何でもやっていいよというわ
けでもない．
藤井：　そのさじ加減はどういうふうに判断されてい
るんですか．
小山：　少なくとも，僕は現場に活用してもらえる可
能性が低い計測は最小限にしなければいけないと思っ
ていますが，陸川先生は変わっていらっしゃるのか，
基本的には「何でもいいよ」と言ってくれるんです

（笑）．
陸川：　面白いのが好きなんです．何かやっぱりやっ
てみるっていいなと．それがどういったものでも，何
か面白そうだな，楽しそうだなと感じるものは「よし，
やってみよう」といつも思っています．
藤井：　そこには当然ながら，「この人の言うことな

ら大丈夫だろう」という，小山先生への信頼があるわ
けですよね．
陸川：　すごく大きいです．
小山：　そんなことはないです（笑）．
陸川：　今は，ビッグマンを対象にトランポリンを
使ったトレーニングを実施してくれています．詳しい
ことは私にはわかりませんが，画像を見ているだけで，
体の軸がだんだんしっかりしてきたことがわかるので，

「ああ，なるほどな」と感心しています．こういう人
たちの発想は本当に面白くて．
　一番重要なことは選手たちがうまくなり，強くなる
こと．その考えに基づいて取捨選択を行うのが我々の
仕事だと感じます．うまく連携をとっていくのはやっ
ぱり大事です．
藤井：　まず面白いものに着目していくのですね．
陸川：　話を聞いた時に面白くないと反応しないかも
しれませんが，面白そうだと感じたものは絶対「おい，
やれよ」という感じだよね（笑）．
小山：　基本的に自由です．
陸川：　ただ，選手たちが強くなる，うまくなる，
チームがよくなるものということが大前提です．選手
たちのためになるからといって，けがをしてしまうよ
うな計測だったとしたら，ちょっと待てよとなる可能
性もある．前提があった上でこういうことをやってみ
たいという提案は，基本的にウェルカムです．
藤井：　私のような研究側の人間から，陸川先生に，

「これを測定させてください」という依頼を受けるこ
とはありますか．
陸川：　ないですね．小山先生，ありました．
小山：　自分のところにはたまにあります．でも，選
手の負担とかチームの事情に合わないものは，僕のと
ころでお断りしてしまっているのもあります．
陸川：　藤井さんの研究 1 ）だと，ピック・アンド・
ロールとかは興味があるんです．
藤井：　私たちがやっている研究は，現状ではすぐに
フィードバックすることは難しいんです．10年後にな
るか20年後になるかはわかりませんが，今すぐ使えな
くても，理解をして頂けて，面白いと思っていただけ
たことはとてもありがたいです．

（陸川先生のインタビューのつもりが，筆者の研究の
話になったので，省略します．その後，話は本題であ
る研究と現場の橋渡しに小山先生が戻してくださりま
した）
小山：　研究と現場の連携がうまくいっている例を挙
げるとすると，サッカーでしょうか．サッカーが発展
している国は，サッカーに携わりたくてドクターや研
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究者になって研究を行い，最終的に現場に戻ってくる
という人が少なくない．そういう方は現場の人間の感
覚があるので，研究で進めやすい．おそらく，研究者
と現場スタッフが同じ人だからうまく橋渡しができて
いるんだと思うんです．
　僕自身もそうですが，S&C（ストレングス & コン
ディショニング）の研究者はエリートではなくとも，
プレーヤーとして「もともと現場がこういうものだ」
と馴染んでから，必要に応じて研究サイドに行く人が
多いので，比較的現場に入りやすいのだと思います．
ところが，現場の空気感や事情を知らないバリバリの
研究者が「サンプルをとりたいからお願いします」と
いっても，なかなかうまくいかないと思うんです．今
回の藤井さんと研究をご一緒した理由もそうでしたが，
要は「これをやって最終的にバスケットの強化につな
げたい」だとか，「それぞれの立場で日本のバスケを
発展させたい」だとか，研究と現場，双方のモチベー
ションが共有できるテーマに関しては連携がしやすい
のだと思います．
　今は様々な大学チームに，優秀なアナリストの学生
がいます．彼らが大学院などに進学して，アカデミッ
クなことをできるようになっておいて，現場で活躍す
るというのがいいかもしれません．
陸川：　それは絶対いいと思います．
小山：　あと最近は，指導者を志望する学生が，大学
院に行って現場指導と同時に研究や勉強をする流れが
増えてきています．こういう感覚を持った人が第一線
級の指導者になっているのが，ヨーロッパやアメリカ
なのかなと思います．
藤井：　そうですね．サッカーや 4 ）バスケで 5 ），論文
を書いて研究されている人がチームに雇われている海
外の事例も聞きます．メジャーリーグのチームに統計
学の専門家が雇われるという話もありますね．
小山：　そうですよね，ありましたね．
藤井：　そのような風潮が，もしかするとちょっと遅
れて日本にも来るのかもしれません．それもまた研究
と現場の橋渡しの違う形ですね．
陸川：　試合のデータをたくさん持っていたら，数字
に選手のクセが絶対出るから，それをスカウティング
に使ってしまうということもできるわけですよね．

「この選手はこういう状況のときは大体こっちの方向
にドリブルするぞ」とか．
藤井：　そういうこともきっとできると思います．
小山：　こういう方式は野球と，ヨーロッパサッカー
で多いですね．
藤井：　例えば，FC バルセロナとか学会での発表も

けっこう多いです 4 ）．
小山：　バルセロナはサッカーもバスケもかなり発表
が多いですよね．あのロゴが論文によく出てきます．
藤井：　世界では，割と研究と現場がボーダーレスに
はなってきている感じなので，今後もその流れは加速
していきそうですね．

（※話がまとまらず申し訳ありませんが，この話題に
ついては，最後に筆者の意見を入れてまとめます）

4 ．異なる立場のスタッフをまとめるチームビルディ
ング

藤井：　これは我々が抱える問題の話になりますが，
現在の「バスケットボール学」については，基本的に
は各親学問（医学・心理学・物理学・哲学など）を適
用して理解を深める，というアプローチでこれまで発
達してきました．そのため「現場と研究」と同様に，
各学問領域でギャップが生まれ，このことも「現場と
研究」のギャップの原因になっているのではないかと
いうのが，私がずっと思っている問題意識です．「研
究と現場の橋渡し」と同じような話ですが，異なる立
場の人をまとめて知恵を合わせていくことが，いろい
ろなギャップを解消するために重要なことだと思って
います．
　陸川先生にお聞きしたいのは，東海大は大学のチー
ムなのに，S&C や AT（アスレチック・トレーナー），
アシスタントコーチといったように，プロチームのよ
うにいろいろなスタッフがいることについてです．人
数も含め，組織が大規模な形になっているのが大学
チームとしては特殊かなと思います．どういう経緯で，
このようなチームに作り上げられたのでしょうか．
陸川：　経緯は 2 つあります． 1 つは，私の現役時代
の経験です．NKK は当時にしては珍しく，監督が藤
本裕さん，トレーニングコーチは北本文男さん，AT
には本間さんと，すべての専門領域が明確に分担され
ていました．
　もう 1 つの大きな理由は，サラリーマン時代の経験
です．私は工程管理という仕事をしている中で，日本
で初めての製品を作成するプロジェクトチームに所属
していたことがあります．最初はなかなかうまくいき
ませんでした．その原因は私にはわかりませんでした
が，知っている人もいるわけです．知っている人，そ
れは原料を扱う人であり，現場を動かす人であり，そ
の商品の研究者でした．それぞれ異なる違う部署で知
恵を持つ人たちに何回も集まってもらい「これ，どう
したらいいですかね」と聞き，「こうやったらでき
る」という考えを結集していったんです．
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　私が「納期はこの日なので，この作業は前倒ししよ
う．現場はこれで大丈夫ですか？」と，現場の人に相
談すると，智慧者の技術屋さんが「では，こうやって
やりましょうか」と知恵を出してくださって．私は中
間管理職にいて，知恵を出してもらって成功できたの
です．私の成功哲学は，このときに学んだ現場の力，
人の結束力，組織の力だなと思います．
　私が知っていることに，藤井さんや小山先生が知っ
ていることを加えたらとても大きな力になるという考
えが根本にあるんです．チームの組織力が東海大バス
ケ部の力だと今でも思っていますし，そういう経験が
一番の理由ですね．だから，いろいろなコーチに来て
もらい，わからなければ勉強します． 1 人の力は小さ
なもので，そこに分野の違う人たちが集まっているか
らこそ，面白いものが生まれるのではないか．その人
のよさを掛け合わせていけばという発想です．
藤井：　陸川先生が東海大バスケ部を見られた当時，
スタッフは何人いましたか．
陸川：　女子マネジャーがいました．最初に， 1 年生
の B チームの子たちに「将来教員になりたい学生は
いるか」と聞いたら，何人かいたんです．みんな選手
ですが，「将来教員をやるために，私のアシスタント
をやってコーチの勉強をしないか」と言ったら，Ｃと
いう選手が相談に来た． 1 週間やってみて「やっぱり
あまり好きじゃない」と言ったので，もう一回Ｂチー
ムのプレーヤーに戻したんですが，しばらくして，ま
た「やる」と言いに来た．彼が初めてのアシスタント
コーチ，学生コーチです．彼はその後，寮長もやって
くれました．
　東海大は当時から，体育会系各部を対象としたサ
ポートシステムがあったんです．トレーニング部門と
かメンタル部門とかいろいろある中で，私はトレーニ
ングの専門家をお願いしました．当時は外部の人たち
がトレーニングコーチとして来ていたんだよね．
小山：　はい．
陸川：　もともとあるシステムをうまく使いながら，
そういう人たちにどんどん手伝ってもらいました．
藤井：　スタッフ集めは，陸川先生が「うちのチーム
をサポートしてほしい」と声をかけて行ったのです
か．
陸川：　私が来る前から携わってくださっていたコー
チはしましたが，頻度はあまり多くなかったと記憶し
ています．そこでサポートシステムをよく知っている
木村真人コーチに，「トレーニングは大事だよ」と相
談したところ「じゃあ頼もうか」となって，だんだん
今のような形になってきたと思います．試合分析も，

今は学生コーチがパソコンのソフトを使ってやってく
れていますが，当時は私がまずビデオを見て，選手た
ちに見せたい部分だけ VHS から VHS にダビングし
ていました．えらい時間がかかっていた．出来も悪い
し．今，すごいですよね．
藤井：　今はすごい便利ですね．
陸川：　でも，それもまた楽しかったです．
藤井：　チーム作りも基本的にはウェルカムという感
じなんですね．そこからどういうふうに人を集められ
ていったんですか．
陸川：　いや，集めたというより集まったかな．小山
先生は，最初は大学のサポートシステムのスタッフで
した．
小山：　はい，部には所属していませんでした．当時
はバドミントンのサポートに入っていて，そのあと野
球か男子バレー，男子バスケを見てほしいと言われ，
たまたまバスケを担当しました．
陸川：　クラブ側から「学生のトレーニングコーチが
欲しい」とサポートシステムに頼むんだよね．確か，
小山先生が大学 3 年の時か．
小山：　はい，そうです．
陸川：　小山先生と同級生でメディカル部門にいた井
上かなえさんが AT になったことで，それまで外部
の人間でまかなってきたサポートスタッフを東海大の
学生だけでそろえることができるようになりました．
そこからだもんな．
小山：　そうです．僕が入ったのが，元日本代表の D
選手たちが入学してきた年．すごいのが来ていると話
題になっていました．
陸川：　そうです．だから全部，何かうまく重なって
いったんですね．そこからはずっと，学生スタッフが
常駐しています．卒業後も，教え子たちが S&C や
AT で入ってきてくれたりしています．
藤井：　異なる立場の人たちの意見が食い違った時は，
どうまとめられていたのでしょうか．
陸川：　井上さんも小山先生も勉強熱心ですから，い
ろいろな提言を受けましたし，意見の食い違いもあり
ました．ただ，そんなときも基本は一緒です．この
チーム，この選手がよくなるという予感がすることに
関しては「いいよ」とほとんど聞いています．
　むしろ，シーズンインの時は，練習をハードにやり
すぎ，私が叱られましたね．当時は 2 月から練習が始
まっていましたが，井上さんから「最初の 1 週間をく
ださい」と言われたので，体づくりの時間に 2 時間，
私のバスケの時間は30分だけになりました（笑）．30
分で何を教えようと真剣に考え，シュート，ドリブル
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などファンダメンタルの時間に当てました．今は小山
先生に，スケジュールを最初に全部つくってもらって，
トレーニングやコンディショニングの合間にバスケを
入れるというやり方です．
藤井：　これ，書いてもいいんでしょうか（笑）．
陸川：　大丈夫です．もともと私が入った時も，体育
館を使える時間は 1 時間45分しかなかったので，体育
館練習が終わった後に上のギャラリーでガンガン走っ
てた．面白い経験をさせてもらったというか，時間が
なければないで工夫しようと考えられたのがよかった
のかもしれないですね．当時は試行錯誤の段階でした
ね（笑）．でも，チーム作りって，理路整然として，
ロジックでどうこうというものではないんと思うんで
す．練習メニューだけは，常に，これが何分でこうこ
うこうとロジックになっていますが，たとえスケ
ジュール通りに進まないときでも，デイブ・ヤナイさ
んによく言われていたように練習メニューの奴隷には
絶対なってはだめだと考えています．競技を行なって
いるのは結局人．色んなことが突然変更になったとし
ても，臨機応変にしないといけないと思います．とい
うように現場の判断は全然ロジカルではないので，研
究者にとってはしんどいかもしれません．
藤井：　判断基準は，チームがよくなるかならないか．
小山：　陸川先生は本当に許容範囲が広いですよね

（笑）．だって，学生スタッフに任せたらバスケの練習
は30分しか取れない．ほかのところで「それでちゃん
と結果を出せるのか」と言われてしまいそうじゃない
ですか．
藤井：　それは怖くはないですか．
小山：　プレッシャーとはとらえていませんでしたが，
その分，責任は大きいと思っていました．
藤井：　そうですよね．
小山：　今いる学生スタッフたちも同じ気持ちだと思
います．スカウティングのミーティングなんて，学生
レベルとは思えないほど質の高いものをやっています
から．全ての権限をご自身で担っている監督さんもい
らっしゃると思いますが，東海大はそうではなく学生
の責任が非常に大きいので，その分，相当時間をかけ
て，一生懸命力を出せる環境かなとは思います．
藤井：　陸川先生は，学生スタッフたちに任せること
を怖いと思わないんですか．
陸川：　違うなと思うことは，その都度言います．で
も，ある程度の許容範囲を持って，「これはこのまま
でも大丈夫かな」という余地を持つようにしています
し，私の経験や考えをすり合わせて判断をしています．
学生たちが伸びれば立派な戦力．絶対時間はかかるの

を承知の上で任せています．

5 ．バスケットボール学会やバスケットの研究に期待
すること

藤井：　最後に，バスケットボール学会やバスケット
の研究に期待することを聞かせてください．
陸川：　現在，ヨーロッパバスケの戦術がトレンドと
なっています．私は戦術に興味があるので，その時々
の最新の戦術みたいなものをどなたかが発表してくだ
さると，食いつくと思います．例えば，今年は中国で
ワールドカップがありましたが，各国の戦いぶりを見
ると，世界の戦術の傾向が見えてきます．ワールド
カップもオリンピックも 4 年に 1 度の開催ですから，
その間にどのように戦術が変化していっているかは非
常に興味深いです．今はピック・アンド・ロールが世
界各国のトレンドですが，これもまた変わっていくこ
とでしょう．その中で我々，ひいては日本が何をした
ら世界に勝てるのかというところは，ぜひ私も勉強し
たいです（筆者注：この年，本学会のサマースクール
で JBA 技術委員会の前田浩行氏による「欧州バス
ケットボールの競技環境，及び，戦術の特徴につい
て」という講演が行われた）．
小山：　JFA（日本サッカー協会）は，ワールドカッ
プの翌年にテクニカルレポートを出しています．日本
代表の振り返りや各国の技術・戦術分析を全部まとめ，
それを全国の指導者が見ることができると聞きました．
陸川：　私は，やっぱりどちらかというと現場になっ
てしまうんです．特に世界で日本が勝つというところ．
私のテーマである「大学生がＢリーグを倒す」は，大
学生を日本，Ｂリーグを世界と置き換えることも可能
なのではと考えています．

編集後記（藤井）
　重要な後半の話についてはインタビューではなくイ
ンタラクティブな形式となり，うまくまとめられな
かったため，最後に筆者の意見を交えながらまとめた
い．現場と研究の橋渡しには，AIS や JISS のように
トップダウン的に人を配置する方法もあれば，ボトム
アップで（その場その場で）縁のあった指導者と研究
者が協力して行うケースもある．あるいは，ある 1 人
が企業や大学，チームに行き来して実現するような
ケースもあるだろう（ 3 ．を参照）．
　今回の我々 3 人の場合は， 2 番目の偶然とも言える
ご縁のおかげで成立したケースであり，小山先生がそ
の橋渡し役であった．同級生の紹介で，小山先生と情
報交換のつもりでお会いしたら話が弾み，ちょうど加
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速度計で動きの激しさを評価することに興味を持たれ
ていたころ（ 3 ．を参照）だったので，筆者の数少な
い知識を活かし，どのように計測し，その結果をどの
ように解釈するかなどをお話した記憶がある．実はこ
の時， 5 対 5 を計測する研究計画のアイデアはあった
のだが，小山先生に強くお願いして計測させてもらお
うという気持ちはあまりなかった．ただ機会があれば
計測してみたいと話してみたところ，すぐに陸川先生
の許可までとって頂き，非常に驚き感謝した記憶があ
る．一方で自分の願望だけを実現して頂くのは気が引
けるので， 5 対 5 の選手の動きをモーションキャプ
チャーで計測した際 1 ）に，同時に加速度計を装着して，
実際にデータを分析して激しさを評価する共同研究を
行った 2 ）（この共同研究では次に実際のゲームを計測
し， 3 ．の話にも出たプロと対戦した時の動きの激し
さの違いを一部明らかにできた 3 ））．陸川先生につい
ては，このインタビューを行うまでなぜ 5 対 5 の計測
を快諾してくれたのかがわからなかったが，（今すぐ
にチームの勝利に結びつくのがベストだが，そうでな
くても）面白いと思って頂いたので，共同研究が成立
したのかもしれない．興味の内容は三者三様であった
が，（一致するのがベストだと思うが）一致しなくて
も共同研究は生まれる可能性があるというのが，読者
に最もお伝えしたいことの 1 つである．
　次に上記の 3 番目の，ある 1 人が現場と研究を行き
来するケースについて，補足しておきたい．これには
もともと現場でいた人が研究を行い始める場合と，研
究メインで行っていた人が現場に入り込む場合の 2 通
りがあると思われる．小山先生は前者の方が自然に実
現できるとおっしゃっていた（ 3 ．を参照）が，筆者
も S&C の分野は実際に現場と研究の橋渡しが（例え
ば，戦術面よりは）よくできている印象をもっている．
例としては，現場に出た経験のある人が論文を読んだ
り書いたりしている人が多い印象である．後者の研究
から現場への移動は，（ 3 ．では野球やサッカーなど
の話を挙げたが）もしかすると現時点ではあまり想像
できないかもしれないが，将来的には十分実現する可
能性があると考えている．例えば筆者が現在所属する
情報系の分野では，日本でも現場（企業）と研究の境
目は（スポーツ分野に比べて）驚くほど小さい．企業
の研究者も論文を書いて成果を公開しているし，企業
から大学へ（その逆も）柔軟にキャリアを変えている
例が多く，現場と研究の循環が起こっていると言える．
今後研究側ができることが多くなっていけば（少なく
なっていくことはないだろう），日本のプロチームで
もプロの研究者を雇うことも起こっていくかもしれな

い．実際，アメリカの大学教員が NBA の Sacramento 
Kings と 兼 務 し て い た り 5 ），MLB の Los Angeles 
Dodgers とスペインの FC Barcelona に所属する研究
者が 3 人で論文を発表したりしている 4 ）．（筆者の例
で申し訳ないが）筆者は戦術面の研究においても，
S&C のように現場のコーチと研究の連携ができてい
く未来を想像している．計測面が難しいので，まだも
う少し先にはなると思うが，（筆者の隣で研究してい
る）自動運転のように，実現はいつかわからないが，
技術的には必ず出来ると考えている．
　編集後記では，現場と研究の橋渡しについて，多様
な形があることをお伝えした．本特集のテーマは壮大
であるため， 1 つ 2 つの例で実現された，とは決して
言えないだろう．そのため，より多様で多くの橋渡し
を行うことが重要であると考えられる．チームビル
ディングのインタビュー（ 4 ．を参照）を行ったのは，
陸川先生が行う，異なる立場の人々を尊重するチーム
作りが，多様な現場と研究の橋渡しについても非常に
重要な示唆を与えると考えたためである．現場でコー
チなどの活動をされながら研究活動も行っている，多
くの方々がいることを筆者は知っており，その方々は
また別の形でこの橋渡しを実現されるだろう．また，
学生などの若い方々は，従来の仕事だけではなく，上
記のような新しい仕事が生まれる可能性もぜひ考えて
頂きたい（歴史を振り返ってみても，10年前に現場で
なかった仕事がたくさん生まれている）．筆者は現在，
現場を持たずに，現場と連携して研究を行う大学教員
という立場であるが，より多くの多様な形で，現場と
研究の橋渡しが生まれることを願っている．
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